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Georg Gottlieb Heynneの Dergang neu ankommende Buchhalter 
(Frankfurt und Leipzig， 1726.)が，スウ zーデン語による要約翻訳服「イ
















「小売商の簿記 (endetaljihandesbokf凸ring)j，他のニ冊は「スウ z デー
ン工場簿記 (detsvenska bruksbokhallariet)jにかんする著作である。
(1) Christian Godwillig， Kort Anledning til et Minuthandelsbok. 
hallerie (Stockholm， 1741.) 
(2) Christan Godwillig， Kort Genwag och tydelig Anledning til 
det svenska Bruksbokhalleriet， 2 del， (Stockholm，1740 och 1741.) 





























の工場簿記技術 (densvenska bruksbokfるringensteknikenunder 1600 
talet)に非常にすぐれた強い影響を与えてきた。スウェーデンの工業簿記




























































































ニ，三あげるとすれば，前述の， Christian Godwillig及び JohanWal1 
による二冊のスウェーデン工場簿記書のほかに，
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(kol umntekniker) Jについての工夫・展開， (2)多数の「特殊帳」のうちで
も，農夫及び鉱¥[1で働く人々については特別に「決済帳 (a刊誌nigsbok)J
とよばれるものが使用され，この帳簿が元帳と共に「本来的な帳簿 (de










































定帳 (ContoBok)j， i資本帳 (CapitalConto)Jなどさまざまの名称を付




























デンにおける最古の三冊の商業簿記教科芹J((1) Heinrich Oloffsson 
Hortulanus， Rakne.Book， 1. uppl. Nykるping，1643， 2 och 3 uppl. 
Gるteborg，1670 och 1674， (2) Cryiacus Morscheidt， Instruction uber 
dass italienische Buchhalten， Stockholm， 1669.)を，また本号のE項





























ある AnEconomic History of Sweden (Translated by Goran Ohlin， Har-














































































































































たのは.1523年のかの「カルマル連合」の解体によって同年 Gustav1 Vasa 
が王位につき，ヴァーサー主朝を聞いてからである。(資料厩ー(6)，71ー 73頁，






























特権階級の更なる発展を阻むことになった。(資料 1ー (9)，p. p. 30-31.) 
Eli， F. Heckscherによれば，このような農業経常形態と土地制度の下で
は，財貨の供給にたいする支払が貨幣ではなくて現物で行われるいわゆる「自



























































































































































































Lous 1 the Piousが，攻撃的なノルマンのキリスト教化をめざしてスウ z デー





































































































































































































































































































































































































外は先にあげた AxelOxenstierna及び Jacobde la Gardeであったこ































者としてドイツの MatthausSchwartz (Venezianischer Handel der 
Fugger nach der Muster buchhalting des Matthaus Schwarz von Al. 
fred Weitnauer， 1516.)， Heinrich Grammateus (Buuhhalten durch 
Zorna!jKaps und Schuldtbuch au妊 alleKau妊manschaft，Nurnberg， 
1518.)や JohanGottlieb (Buchhalten， Zwey Kunstlich vnd versten・
dige Buchhaten u. s. w， Nurnberg， 1546.)，ドイツ人であるがフランス簿
記史上「フランス会計の底流J(資料I-14， 117貞.)をなす代理人簿記の




われわれは，その代弁者としてオラ νダの ChristffelsJan Ympyn (Nieu・
we Instructiie， Antwerpen， 1543.); ドイツの Wolffgang Schweicker 
ぐZweifachBuchhalten sampt seinen Gionalぱesselben B巴schlus/auch
Rechnung zuthum u. s. w.， Nurnberg， 1549.)やSelbastianGammers・
felder (Buchhalten Durch zwey Bucher nach Italianischer Art vnd 
56 
Weise， Dantzigk， 1570ふイギリスの JamesPeele (The Pathe Waye to 




















































Stevin (Wisconstighe Gedachtenissen--Coop01anS bouckhouding op 
de Italiaanse wijse， Lyden， 1608.)，イギリスの RichardDafforne (The 
Merrchants Mirror， London， 1635.)，フランスの JacquesSavary (Le 

















の一例として JamesPeeleの第l著作 (Themaner and fourme how to 
keep a perfecte reconying， London， 1533.)や， Selbastian Gammersfelder 
































料1-(14)， 178頁，資料日一(19)， 114-122頁及び133-141頁.) 
このような17世紀における当時の先進ヨーロッパ諸国におけるいわゆる
複式簿記の発展水準にたし、して，同時代のスウェーデンでは，当時の商人の
会計帳簿の一例として引き合に出した MartenWewitzer.Rosenstiernas 
Arkivや，最古の二冊の商業簿記教科書の紹介と若干の検討の結果が示唆
したように，すでに「スンマ」以来日世紀をつうじてヨーロッパ諸国で
普及・新たな展開を還げたいわゆる俊式簿記が，当時の北欧商業の担い手
たるドイツ及びオランダの商人を媒介として，ようやく当地に伝来し，そ
の移他が開始したにすぎなかった。しかも17世紀に伝来・移植されたし、わ
ゆる俊式簿記それ自体も， 16世紀ヨーロッパ諸国で、展開を遂げたそれの輸
入版であり， 16世紀ヨーロッパ諸国の経済発展の程度に規定された内容と
限界を含むものであったO スウェーデンにおける近代会計学「前!と」の基
点をなす，いわゆる複式簿記の同国への伝来が，当時の先進ヨーロ yバ諸
国におけるそれよりもおよそ一世紀以上も遅れたこと，そしてスウェーデ
ンへいわゆる複式簿記が伝来し，その移値が開始する時期には，すでに継
続企業の概念を媒介として期間損益計算ないしは会計期間の概念が，貸借
60 
平均原理を基軸とする復式簿記思考のうちに組み込まれ，帳簿締切の技術
的な過程がほぼ定期的な期間損益計算上の決算手続の過程として同時併行
的に行われ，しかもその制度化のきざしがすでに開始していたことなど，
総じていえば，それらはスウェーデン近代会計学「前史」における出発点
における後進性を示すものといってよいであろう ο 一般に期間損益計算の
成立の経済的前提として，いわゆる冒険商業より定着商業の成立・継統企
業概念の形成・年度会計にたいする対内及び対外的な要請など，さまざま
の前提があげられる。とはいえここでとりわけ留意したいのは，すでにで
みたような， 16世紀より17世紀にかけてのヨーロッパ経済史の一般的な流
れとの関係でスウェーデンの経済発展の一般的な動向が示すその後進性で
ある。スウェーデ γ近代会計学「前史」の出発点の後進性一一一それはスウ
ェーデンへの複式簿記の伝来事情のー特徴をなすものであるが一ーは，ま
さしくすでにみたようなその経済発展の一般的な動向の後進性によって規
定されたものであった。このことを確認して本稿を閉じたいと思う。
